
クイズの解説

第9回 インフルエンザ（2019年12月11日 日本経済新聞掲載）

インフルエンザは急な高熱・関節痛などが特徴（図２）です。持病のある方々や高齢者、妊婦、小さなお子さんなど、
感染することで重症化するリスクのある方は除いて、基本的に『安静にしていれば自然に治る病気』です。近年、病院の
待合室などで、二次的な感染拡大が問題視されています。病気がひどくならないようにと通院している医療機関で、イン
フルエンザにかかってしまうことがあります。

高熱の出始めでは、ウイルス数が少なく検査に出ない場合があります。検査する場合は発症後12～48時間までの
間がよいでしょう。また、受診する際は、医療機関の発熱患者対応の診療時間や入り口、受診方法について確認をし
ておきましょう。まずは、水分と栄養を補給して十分に睡眠を取りましょう。

インフルエンザ対策でもっとも重要なことは予防です。
毎年のインフルエンザ予防接種や流行期の人混みを避けるほか、徹底した手洗いを行うとよいですね。

図２：インフルエンザと風邪の違い

図1：出席停止期間「解熱後２日を経過するまで」の考え方
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症状
38℃以上の発熱やせき、のど
の痛み、全身の倦怠感や関節
の痛みなどの全身症状

鼻水やのどの痛みなどの
局所症状

流行
時期

1月～2月に流行のピーク
但し、4月、5月まで散発的に
流行することも

1年を通してひくことがあり
ます

一般的に、インフルエンザウイルスは発症の前日から発症後3～7日間は鼻やのどからウイルスを排出するといわれて
おり、人にうつす可能性があります。現在、学校保健安全法(昭和33年 法律第56号)関係法令では、学校におけ
る予防すべき感染症の種類、出席停止、臨時休業等について定めています。インフルエンザについては、「発症した後
5日を経過し、かつ解熱した後2日(幼児については3日)を経過するまで」を出席停止期間としています（図1）。

＜ 正解 Ⅱ 解熱して3日目から＞

「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る
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